
労働安全衛生

労働安全衛生向上への取り組み

設備対策強化
　すべての設備や作業に対しリスクアセスメントを計画的かつ継
続的に実施し、設備面から未然防止の安全対策を実施していま
す。そのためにリスク件数と改善件数を毎月フォローする仕組
みを運用しています。国内工場においては安全トップ診断を実
施しています。また、
災害対策の水平展開
を強化し類似災害の
再発防止を進めてい
ます。

安全な人づくり
　危険事象を危険と感じられる感性のある人づくりを目指してい
ます。そのために全員が毎日実践するKYT（危険予知トレーニン
グ）、全員参加で自発的活動で
あるヒヤリハット摘出改善活動、
体感道場の訓練を実施。さら
に、監督者が作業者と1対1で向
き合って一つ一つの作業の意味
を理解しながら、より安全な行
動ができて自立するまでコミュ
ニケーションを重視した安全教
育を継続して進めています。

安全衛生管理体制

　国内ではCSR本部長が委員長を務める中央安全衛生委員会の
下に、事業所ごとに「事業所安全衛生委員会（法定）」を設置し、部
門・職場ごとに「安全衛生分科会」を組織しています。安全衛生
活動は会社、組合に共通する重要な取り組みであり、他社や他労
組との安全情報の共有化を図りながら、労使一体となって推進し
ています。また、健康で長く働くことのできる職場づくりのため、
健康保険組合と連携した「コラボヘルス※」による健康経営に取り
組み、健康・体力向上を推進しています。海外各社は、各国の法
律に従って、それぞれに体制を整備しています。なお、安全衛生
推進室が国内、海外の安全衛生活動のとりまとめを行っています。

 健康経営推進体制

安全診断
海外工場安全担当者の体感訓練の様子
（荷物を持っての階段を体感）

※  コラボヘルス：保険者と事業者が積極的に連携し、明確な役割分担と良好な職場環境の
もと、加入者の予防・健康づくりを効率的・効果的に実行すること

基本的な考え方

　横浜ゴムグループにおける労働災害は、全産業および製造業の平均発生頻度と比較すると少ない頻度ではありますが、ゼロ
ではなく、発生原因を分析すると、事前の対策によって防げたものが多くあったと認識しています。
　事業の特性上、生産工場では大型機械を取り扱う必要があるため、設備仕様の不具合や誤操作が大きな事故につながる可能
性があり、安全面での対策が必要です。また、長期欠勤者に占めるメンタル関係の割合が増加傾向にあるなど、身体だけでは
なく、心の健康についてもしっかり取り組まなければなりません。横浜ゴムグループは、安全で働きやすい職場づくりと健康づ
くりを推進するとともに、危険ゼロに向けた安全文化を構築し、労働災害ゼロを目指します。

安全衛生管理体制 コラボヘルス

安全衛生推進室 健康保険組合

安全衛生課

事業所安全衛生委員会

安全衛生分科会

すべての働く人

中央安全衛生委員会

人事部

産業医・保健師
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人とのつながり
●  安全かつ健康に働くことができる職場づくり
●  労働災害ゼロを目指した安全対策

関連するマテリアリティ 取り組み



今後の課題と対応策

　安全で働きやすい職場づくりと健康づくりを目指して、さまざ
まな取り組みを行っていますが、まだまだ災害ゼロには至ってい
ないのが現状です。

　「危険源からの隔離」に重点をおいた設備面での対策を進め
るとともに、安全行動がとれる人づくりに取り組んでいきます。

　また、共に働く仲間として協力社員の方々の災害発生を防ぐた
めに、活動に参加いただき、安全レベルの向上を図っています。

標準作業書整備
　公開作業観察を計画的かつ継続的に実施し、不安全箇所・不
安全行動の洗出と標準作業書の整備を進めています。外国人
労働者が働いている職場では、標準作業書に労働者の母国語
の記載も行っています。

心と身体の健康づくり
　出退勤管理システムによる労働時間管理、長時間労働者に対
する面談指導や業務改善、傾聴法講習会等のコミュニケーショ
ンスキルアップ教育など、メンタルヘルスへの取り組みを行って
います。メンタルヘルス関連の長期欠勤者に対しては、本人の
ヒアリングを経て、主治医・産業医・保健師・職場と確認を行い、
方法、タイミング、勤務制約などを審議した上で、計画的に復帰
をさせています。復帰後についても、本人、産業医、職場の三
者で定期面談を行い、順々に勤務制約を解き、完全に制約条件
がなくなるまでフォローをしています。
　また、健康増進のため社員の禁煙をサポートする活動や体力
作りのセミナーなども実施しています。

働く環境整備
　作業環境測定による快適な状態を維持するための設備の整備
や個人用保護具の支給、作業方法の改善、維持管理を進めまし
た。また、5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動を基本に、不安
全箇所のない必要なものを必要なときに必要なだけ作るモノづ
くりを推進しています。

　また近年、「命の危険があるような暑さ」を体験しており、もは
や「熱中症はケガと同様に死亡災害につながる災害」として、職
場のWBGT値（暑さ指数）を測定し、熱気の排出などこれを引き
下げる取り組みを行っています。

交通事故の防止
　各拠点で、地元警察署による交通安全講習会の開催や交通安
全関連機関とも協力しながら、啓発活動を行っています。また、
ドライブレコーダーを活用した教育や、門前での声掛け活動な
ど、交通安全意識の高揚を図っています。

安全衛生基盤の確立
　国内外18拠点が労働安全衛生マネジメントシステム（JISHA/

OSHMS・ISO45001）認証を取得しており、2022年度は8事業所
で更新を行いました。（他事業所も継続中）
　マネジメントシステムを継続・向上させ、活動のPDCA－Plan

（計画）Do（実行）Check（評価）Action（改善）－を回し、安全衛
生基盤の充実を図っていきます。
　労働災害発生頻度（連結）は、0.24でした。ゼロ災、さらにリ
スクゼロを目指し努めていきます。

尾道工場ストレスチェック勉強会

杭州工場（中国）における労働安全衛生マネジメントシステム
（OSHMS）更新審査
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